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世
界
自
然
遺
産

　
　「
小
笠
原
諸
島
」

世
界
自
然
遺
産
に
決
定

　

平
成
23
年
６
月
19
日
〜
29
日
に
、
パ
リ

（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
）の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で

開
催
さ
れ
た「
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
」

に
お
い
て
、
我
が
国
が
世
界
自
然
遺
産
に

推
薦
し
て
い
た「
小
笠
原
諸
島
」の
世
界
遺

産
一
覧
表
へ
の
記
載
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
は
、
人
類
共
通
の
か
け
が
え

の
な
い
財
産
と
し
て
、
将
来
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
べ
き
宝
物
で
す
。
世
界
遺

産
に
は
、
文
化
遺
産
、
自
然
遺
産
及
び
文

化
と
自
然
の
複
合
遺
産
が
あ
り
、
自
然
遺

産
に
記
載
さ
れ
る
た
め
に
は
４
つ
の
基
準

「
自
然
景
観
」「
地
形･

地
質
」「
生
態
系
」「
生

物
多
様
性
」の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
に
合
致

し
、
か
つ
そ
れ
ら
の
適
切
な
保
全
管
理
体

制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
小
笠
原
諸
島
」は
、
海
洋
島
の
生
態
系

に
特
有
の
生
物
進
化
の
様
子
を
よ
く
表
し

て
お
り
、
陸
産
貝
類
と
維
管
束
植
物
に
お

い
て
極
め
て
高
い
固
有
種
率
を
示
し
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
我
が
国
に
お
い
て

「
屋
久
島
」、「
白
神
山
地
」、「
知
床
」に
続

く
４
件
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

◎特集 世界自然遺産「小笠原諸島」

シマホルトノキ（固有種）
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世
界
自
然
遺
産

「
小
笠
原
諸
島
」概
要

世
界
自
然
遺
産「
小
笠
原
諸
島
」の
概

要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

所
在
地
：
東
京
都
小
笠
原
村

区

域
：
聟む
こ

島
列
島
、
父
島
列
島（
父

島
を
除
く
）、
母
島
列
島（
母

島
を
除
く
）、
西
之
島
、
北

硫
黄
島
、
南
硫
黄
島
の
全
島
、

父
島
及
び
母
島
の
一
部
、
父

島
及
び
母
島
周
辺
の
一
部
の

海
域

面

積
：
陸
域
約
６
、３
６
０
ha
、

海
域
約
１
、５
８
０
ha

記
載
基
準
：（
ⅸ
）生
態
系

（
評
価
の
内
容
）

・
資
産
の
生
態
系
は
様
々
な
進
化
の
過

程
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
は
東
南

ア
ジ
ア
及
び
北
東
ア
ジ
ア
起
源
の
植

物
種
の
豊
か
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
進
化
の
過
程
の
結
果
、
固
有
種

率
が
極
め
て
高
い
分
類
群
が
あ
る
。

植
物
相
で
は
、
活
発
な
種
分
化
の
重

要
な
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

・
小
笠
原
諸
島
は
、
陸
産
貝
類
の
進
化

及
び
植
物
の
固
有
種
に
お
け
る
適
応

放
散
※
と
い
う
、
重
要
な
進
化
中
の

生
態
学
的
過
程
に
よ
り
、
進
化
の

過
程
の
貴
重
な
証
拠
を
提
供
し
て
い

る
。
小
笠
原
群
島
の
島
の
間
の
、
時

に
は
島
の
中
に
お
け
る
細
や
か
な
適

応
放
散
の
数
々
の
事
例
は
、
種
分
化

及
び
生
態
学
的
多
様
化
の
研
究
、
理

解
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
特

徴
は
、
さ
ら
に
、
陸
産
貝
類
な
ど
に

お
け
る
絶
滅
率
の
低
さ
に
よ
り
、
強

化
さ
れ
て
い
る
。

・
小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
は
、
固
有
種

の
密
度
の
高
さ
と
適
応
放
散
の
証
拠

の
多
い
こ
と
の
組
み
合
わ
せ
が
、
他

の
進
化
の
過
程
を
示
す
資
産
よ
り
も

際
だ
っ
て
い
る
。
小
面
積
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
小
笠
原
諸
島
は

陸
産
貝
類
と
維
管
束
植
物
に
お
い
て

並
外
れ
た
高
い
レ
ベ
ル
の
固
有
性
を

示
し
て
い
る
。

※
適
応
放
散
と
は
、
起
源
が
同
じ
生
物
が
、
様
々

な
環
境
に
適
応
し
て
多
様
に
分
化
し
、
別
系

統
と
な
る
こ
と
で
す
。

「小笠原諸島」の世界遺産
一覧表への記載決定について

農林水産大臣談話
（平成23年６月24日公表）

　パリで開催されている第35回世界遺産
委員会において、我が国が推薦していた
「小笠原諸島」の世界遺産一覧表への記載
が決定されたことについて、大変うれし
く思います。
　「小笠原諸島」は、大陸と一度も陸続き
になったことがなく、世界的に貴重な固
有種が数多く生息・生育しています。遺
産区域の陸域の約８割が国有林であり、
農林水産省では、「森林生態系保護地域」
に設定し、関係機関や地元の方々と連携
して、アカギ等の外来種駆除や、観光等
の利用に当たってのルールの導入などの
保全管理を行ってまいりました。
　「小笠原諸島」は、「屋久島」、「白神山地」
及び「知床」に続き、我が国では４箇所目
の世界自然遺産となりましたが、いずれ
もそのほとんどが国有林であり、人類共
通の財産である世界遺産を後世に健全な
状態で引き継いでいくため、今後とも適
切な保全管理に努めてまいります。

第35回世界遺産委員会

兄島の乾性低木林
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世
界
遺
産
一
覧
表

記
載
へ
の
経
緯

平成15年

3月～5月 「世界自然遺産候補地に関する検討会」にて
候補地として選定

平成18年
11月 地域連絡会議及び科学委員会を設置
平成19年
1月 ユネスコ世界遺産センターへ暫定リスト提出
平成22年
1月 ユネスコ世界遺産センターへ推薦書（正式版）を提出
7月 IUCNによる現地調査
9月～11月 IUCNから追加情報の提出要請、提出
平成23年

5月7日 IUCNによる評価報告書の通知、「記載」が
適当との勧告

6月24日 第35回世界遺産委員会において世界遺産
一覧表への記載が決定

世界遺産登録まで

IUCNによる現地調査の様子

　

林
野
庁
で
は
、
環
境
省
、
文
化
庁
、

東
京
都
、
小
笠
原
村
、
地
域
の
方
々
と

連
携
し
、「
小
笠
原
諸
島
」の
世
界
遺
産

一
覧
表
へ
の
記
載
に
む
け
た
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
国
有
林
に
お

け
る
取
組
は
、
９
ペ
ー
ジ
か
ら
、
詳
し

く
紹
介
し
ま
す
。

（1）
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
の
選
定

　

小
笠
原
諸
島
の
世
界
遺
産
一
覧
表
記

載
に
向
け
た
取
組
は
平
成
15
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
林
野
庁
と
環
境
省
が
共
同

し
て
設
置
し
た
「
世
界
自
然
遺
産
候
補

地
に
関
す
る
検
討
会
」に
お
い
て
、「
小

笠
原
諸
島
」、「
知
床
」、「
琉
球
諸
島
」

の
３
地
域
が
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（2）
推
薦
書
の
提
出

　

平
成
19
年
よ
り
地
域
連
絡
会
議
や
科

学
委
員
会
を
通
じ
て
、
科
学
的
知
見
と
地

元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
推
薦

書
や
管
理
計
画
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、林
野
庁
を
は
じ
め
関
係
省
庁
で
は
、

小
笠
原
諸
島
の
特
異
的
・
原
生
的
な
自

然
を
後
世
に
わ
た
り
健
全
な
状
態
で
保

全
管
理
す
る
た
め
、
個
別
の
法
令
に
よ

る
規
制
を
強
化
・
充
実
す
る
と
と
も
に
、

林
野
庁
、
環
境
省
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
、

地
域
の
方
々
の
連
携
に
よ
り
、
諸
島
が

抱
え
る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
外

来
種
対
策
や
利
用
に
よ
る
生
態
系
へ
の

影
響
の
軽
減
策
な
ど
、
固
有
の
生
態
系

保
護
の
取
組
を
強
化
し
、
平
成
22
年
１

月
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に

正
式
な
推
薦
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（3）
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
よ
る
評
価
〜

世
界
遺
産
委
員
会
の
審
査

　

平
成
22
年
７
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問

機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ（
国
際
自
然
保

護
連
合
）に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、

外
来
種
対
策
に
つ
い
て
の
成
果
や
関
係

機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
力
関
係
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
推
薦
区
域

の
海
域
部
分
の
拡
張
や
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
追
加
情
報
を
も

と
め
る
公
式
書
簡
が
送
付
さ
れ
、
同
年

11
月
に
追
加
情
報
の
提
出
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
23
年
５
月
７
日
に
は
、
世
界

遺
産
一
覧
表
へ
の「
記
載
」が
適
当
と
の

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
評
価
報
告
書
が
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
よ
り
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
同
６
月
24
日
に
第
35
回
世
界
遺

産
委
員
会
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
一
覧

表
へ
の
記
載
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
け
る

「
小
笠
原
諸
島
」に
関
す
る
決
議
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
記
載
基
準（
ⅸ
）生
態
系
に
合
致
す
る
も

の
と
し
て
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載

・
保
全
管
理
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が

参
画
し
、
複
数
の
機
関
が
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価

・
侵
略
的
外
来
種
対
策
の
継
続
、
観
光

な
ど
全
て
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
開
発

に
つ
い
て
事
前
に
厳
格
な
環
境
影
響

評
価
の
確
実
な
実
施
を
要
請

・
資
産
に
お
け
る
海
域
公
園
地
区
を
さ

ら
に
拡
張
す
る
こ
と
の
検
討
、
気
候

変
動
が
資
産
に
与
え
る
影
響
を
評
価

し
適
応
す
る
た
め
の
研
究
及
び
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
計
画
の
策
定
・
実
施
、
将

来
的
に
来
島
者
が
増
加
す
る
こ
と
を

予
測
し
た
注
意
深
い
観
光
管
理
の
確

実
な
実
施
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
管

理
す
る
た
め
に
観
光
業
者
に
対
し
て

認
証
制
度
を
設
定
す
る
な
ど
の
注
意

深
い
規
制
と
奨
励
措
置
の
確
実
な
実

施
を
奨
励

　

こ
れ
ら
の
評
価
を
踏
ま
え
、
林
野
庁

で
は
、
今
後
も
、
関
係
行
政
機
関
、
地

域
の
方
々
と
連
携
し
、
外
来
種
駆
除
対

策
な
ど
、
世
界
自
然
遺
産「
小
笠
原
諸

島
」の
適
切
な
保
全
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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極
め
て
高
い
固
有
種
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

父
島
や
兄
島
に
広
が
る
乾

性
低
木
林
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア

や
沖
縄
の
照
葉
樹
林
の
構
成

種
に
対
応
す
る
固
有
種
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
海
洋
島
で

あ
る
小
笠
原
諸
島
に
到
達
し

て
か
ら
乾
性
な
気
候
条
件
に

合
う
よ
う
に
進
化
し
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
か
ら
の
距
離

等
に
応
じ
た
適
応
放
散
に
よ

り
生
じ
た
固
有
種
が
数
多
く
、

雌
雄
性
の
分
化
や
、
草
本
の

木
本
化
な
ど
、
海
洋
島
独
特

の
進
化
様
式
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

動
物
に
つ
い
て
は
、
オ
ガ

サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
ク

ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
な
ど
、

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類（
Ｖ
Ｕ
）以
上

の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

記
載
の
57
種
の
か
け
が
え
の

小小小小小小小小
笠笠笠笠笠笠
原
笠笠笠
原
笠
原
笠
原
笠
原原原原
諸諸諸諸
島島島
の
生
態
系

はははは
大
は
大
は
大大大大大大
陸陸
と
陸
と
陸陸
と
陸
と
陸
と
陸
ととととと
一一一一
度
一一一
度度度度度
も
陸
ももももも
陸
続
き
に

ななななななな
っ
な
っ
な
っ
な
っ
ななな
っっ
たたたた
こ
たたたたた
こ
た
こここここ
ととととととと
のののの
ななな
い
なな
い
環
境
下

ででででで
、
で
、
で
、
でででで
、
多多多多
様
多多
様
多多多
様様様様様様様様様
な
進
なな
進
な
進進進進進進進進
化化
を
化化
を
化
ををを
遂遂遂
げ
て
多

く
の
くくく
の
く
の
く
の
く
の
く
の
く
の
く
の
く
のののの
種種種種種種種
に
種種
に
種
に
種
にににににに
分分分分分
化
分分分分分
化化化化化化
ししししし
た
し
たたた
生生
物
か

らららららら
構
ら
構
ら
構
ら
構
ら
構構構構構構構構構
成
さ
成成
さ
成成
さ
成
さ
成
さささささ
れれれれ
て
れれれれれれ
てててて
おおおお
り
お
りりり
、、、
固固固
有
種

率率
が
率
が
率率率
が
率
が
率率
が
率
が
率率
が
率
が
率
が
率率率

高高高高高高
い
高
い
高高高
いい
のののののの
が
の
が
のののの
がががががが
特特特特
徴
特特
徴
特
徴
特
徴
特
徴
特特
徴徴徴徴徴徴徴徴
ででで
す
で
すすす
。。

なななななななな
かかかか
で
か
で
かか
で
かか
ででででで
も
、
もも
、
も
、
も
、
も
、
も

陸陸陸陸
産
陸
産
陸
産
陸
産産産産産産産産産
貝貝貝貝
類
貝
類類
は
、

平平平平平平平平
成
平平
成
平
成
平
成成成成成成成
222222222222
年年年
１
年
１
年
１
年
１
年年年
１１
月月月月月月月月
まままま
でででででででで
ににに
在在在
来

種種種種
１
種
１
種
１
種
１１１１
０
６
０
６
０
６
０
６
０
６６６６
種種種種種種（種種（種種（種（種（（（（（
うううう
ち
うう
ち
ううう
ち
う
ち
ううううう
ちちち
１１１
０００
０００
種

が
固
ががが
固
が
固
が
固
が
固
が
固
が
固固
有
種
有有有
種
有
種
有有
種
有
種
有有
種種種種種種種種種
）が）が））が））ががががが
記
録
記記
録
記記記記
録
記
録
記記記記記
録
記
録
記
録録録録録録録録録
ささささささ
れれれれ
ててて
い

ま
す
ままま
す
ま
す
ま
す
まま
す
まま
す
まま
す
ま
す
。
カ
。。
カカカカカカ
タタタタタタタタ
マ
タ
マ
タ
マ
タタ
マ
タ
マママママ
イ
マ
イイイイイイイイイ
マ
イ
マママ
イイイイ
属属
でで

は
、
は
、
はは
、
は
、
は

同
じ
同
じ
同
じ
同
じ
同
じ
同
じ
同
じ
同
じじじじじ
種種種種種種種種種種
で
種
で
種
ででででででででで
もももも
殻
も
殻
も
殻殻殻殻
ののの
形
ののの
形形形
やや

模
様
模模
様
模模
様
模
様様様
がが
生
がが
生
が
生
が
生
が
生
が
生
が
生生生生
息息息息
し
息息
し
息
し
息息息息
し
息
しししししししし
てててててて
い
て
いいいいい
るる
地
るる
地
る
地地地
域域

に
よ
にに
よ
に
よ
に
よ
にににに
よよよ
っ
て
っ
て
っ
て
っ
て
っっ
て
っ
て
っ
てててててててて
大
き
大
き
大大大大大
き
大
きききききききき
くくく
異
く
異
く
異異異
なな
る
なななな
る
な
るる
ここ

と
が
と
が
ととと
がが
とと
が
とと
がが
あ
る
あああ
る
あ
る
あ
る
ああ
るるるるるるるる
な
ど
な
ど
ななななな
ど
な
ど
ななな
ど
な
ど
な
ど
な
どど
、、、
適適適適
応応応
放
応
放放放放放
散散

に
よ
にに
よ
にに
よ
にに
よよ
っ
て
っっっっ
ててててててて
多多多
様
多多多多
様
多
様様様様様様様様様
にににに
進
に
進進進進進進
化
し
化
し
化化化化化化化
し
化
しし
てて

ききき
ま
き
ま
き
ま
き
ま
き
ま
きき
ま
きききき
ま
し
た
し
た
しし
た
し
た
し
た
し
た
し
たたたたたた
。
化
。
化
。
化化化化化化化化
石石石（石石
貝
殻
貝貝
殻
貝貝
殻
貝
殻
貝
殻殻殻殻殻
））とと

現
生
現
生
現
生
現現
生
現現
生
現
生
現
生生生生生
種
を
種種種
を
種種
を
種種
を
種種
を
種
ををを
比比比比比
較
比比比比
較
比
較較較較較較較較
すす
る
す
る
すす
るるるるるるる
こ
と
こここ
と
こ
とととと
でで

小
笠
小小
笠
小小
笠笠笠笠笠笠
原原
諸
原
諸
原原
諸
原原
諸
原
諸
原
諸諸諸諸
島島島
に
島島島島
に
島島島
に
島
に
島
ににににににに
おおおおお
け
おお
け
おお
けけけけ
るる
進
るる
進進進進
化化化化

の
歴
の
歴
のの
歴
の
歴歴歴歴
史
が
史
が
史
が
史史史
が
史
が
史史
が
史史
が
わわわ
か
わ
か
わわわ
か
わわわ
かかかかか
りりりりりりり
ままままま
すすすすす
。
す
。
す

まままままま
たたたたたた
、
たた
、、
維維維維維維
管
維
管
維
管
維
管
維
管管管管管管
束束束
植
束束束束
植植植植植植
物物物
ははは
、

在在
来
在
来
在在在
来
在
来来来来来来来来来来来来来来
種
と
種種
と
種
と
種
と
種
と
種
ととととととと
しししししし
て
しし
ててててててててて
４４４４４４
４４４４４４
１１
種
１
種種種
がが

生
育
生生生生生生生
育
生
育
生
育育育育育
し
て
し
て
ししし
て
し
て
しし
てててて
おおおおお
り
お
り
おお
りりりりりりりり
、、、、
そそそそそそそ
ののの
う
の
ううう
ちち

１
６
１１
６
１１
６
１１
６６
１１１
種
１１１
種
１
種
１
種
１
種種種
ががが
固
がが
固
がが
固
がが
固
ががが
固固固固固固固固固固固
有有有有有有有有有有
種
有
種種種種
ととと
いいい
ううう

　

私
は
「
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
候

補
地
科
学
委
員
会
」に
参
加
し
、
平
成
22

年
度
第
２
回
科
学
委
員
会
で
は
委
員
長

を
務
め
ま
し
た
。
科
学
委
員
会
で
は
世

界
自
然
遺
産
候
補
地
と
し
て
の
価
値
、

保
全
策
な
ど
世
界
遺
産
の
申
請
に
関
す

る
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
諸

島
の
一
番
の
課
題
は
外
来
種
対
策
で
す
。

在
来
種
と
外
来
種
が
複
雑
な
生
態
的
関

係
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
駆
除
を
進
め
て
い
く

フ
ロ
ー
を
構
築
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
後
は
外
来
種
の
侵
入
と
諸
島
内
で

の
分
散
の
防
止
・
駆
除
と
、
人
間
の
利

用
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
い
か
に
軽
減

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
長
期
的
か

つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
世

界
自
然
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小笠原諸島世界自然遺産候補地科学委員会
（独立行政法人森林総合研究所 理事）

大河内　勇　委員長

適応放散

起源を同一にする生物群が、生息環境の違いによって生理的・形態的な分
化を起こして他系統に分かれていく進化形態です。小笠原諸島の陸産貝類
は、化石種と現生種との比較から適応放散による種分化の歴史を示します。

【写真】 半化石のヒロベソカタマイマイ（南島）

雄雌性の分化

植物が雄株と雌株に分かれる進化形態を指します。小笠原諸島固有種のム
ニンアオガンピは雌雄異株ですが、もっとも近縁と考えられる南西諸島の
アオガンピは両生花をつけることから、小笠原諸島にわたってから性分化
を起こしたと推測されています。

【写真】 ムニンアオガンピ

草本の木本化

草本植物が木本植物になる進化形態を指します。小笠原諸島では、３種の
キク科固有種（ワダンノキ、ヘラナレン、ユズリハワダン）に木本化が見ら
れます。これらの種は、草本性の祖先種が島に入ってから、種分化の過程
で木本に進化したと推測されています。また、キキョウ科ミゾカクシ属の
オオハマギキョウも高さ２～３ｍの木本になりますが、日本本土の同属に
は草本しか見られず、草本からの木本化種と考えられます。

【写真】 オオハマギキョウ（環境省提供）

小
笠
原
諸
島
の
自
然
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な
い
生
息
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
天
然
記
念
物
で

あ
り
我
が
国
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
に
、
ご
く
近
い
将
来
に
お

け
る
絶
滅
の
危
機
性
が
極

め
て
高
い
種（
絶
滅
危
惧
種

Ｉ
Ａ
類
）と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ

ス
バ
ト
に
と
っ
て
は
、
貴
重

な
生
息
地
で
あ
り
、
母
島
に

し
か
生
息
し
な
い
メ
グ
ロ
と

も
ど
も
生
息
地
は
、
国
際
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
るBirdLife 

International

に
よ
り
固
有

鳥
類
生
息
地
域（Endem

ic 
Bird A

reas of the W
orld

）

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

植物

多様な維管束植物441種（うち161種が固有種）が在来種として生育して
おり、高い固有種率を示しています。また、シマイスノキやシャリンバイ
が優先する乾性低木林（父島）、シマホルトノキやウドノキなどからなる湿
性高木林（母島）など島ごとにも特徴的な植生が見られます。

【写真】 ウドノキ

鳥類

明らかに戦前にしか記録されなかった種を除くと195種の鳥類が記録され
ています。近年繁殖が記録されている在来の鳥類は22種であり、この中
の陸鳥は、固有種のメグロ1種と、アカガシラカラスバトなど固有亜種7
亜種です。このメグロとアカガシラカラスバトの生息地として、小笠原群
島がBirdLife International の固有鳥類生息地域に指定されています。

【写真】 メグロ

昆虫類

昆虫類は、平成21年末時点で1380種（うち379種が固有種）が記録さ
れています。日本列島の昆虫層に比べて固有種の割合が高いこと、分類群
ごとの構成比が偏っていることの2点が特徴です。IUCNのレッドリスト
には、小笠原諸島に生息する昆虫として、オガサワライトトンボやハナダ
カトンボ、シマアカネなど5種が掲載されています。

【写真】 オガサワライトトンボ（環境省提供）

陸産貝類

平成22年1月までに106種（うち100種が固有種）の在来陸産貝類が記
録されており、適応放散による著しい種分化を目の当たりにできる事例と
なっています。多くの海洋島の中でも絶滅率が低いことが特徴です。
【写真】 場所・エサ等により、色・形が異なるカタマイマイ（千葉聡東北大学准教授提供）

国際的希少種

小笠原諸島は、小さな島々でありながら、オガサワラオオコウモリ、シマ
アカネ、ヨシワラヤマキサゴなど IUCNのレッドリストに記載されている
57種の国際希少種の生息・生育地、及びアホウドリ類、カツオドリ類、ア
ジサシ類等の海鳥の重要な繁殖地でもあります。

【写真】 オガサワラオオコウモリ（環境省提供）

　

私
は
今
年
の
４
月
に
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態

系
保
全
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
ま
し
た
。
昭
和
54

年
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
に
勤
務
し

て
い
た
こ
ろ
と
比
べ
、
当
時
と
変
わ
ら
な
い
美

し
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
な
ど
に

よ
っ
て
減
少
し
て
い
た
外
来
種
の
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
マ
ツ
が
ま
た
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

母
島
の
桑
の
木
山
周
辺
で
見
ら
れ
て
い
た
、

同
じ
く
外
来
種
の
ア
カ
ギ
が
、
今
は
父
島
は

じ
め
属
島
で
も
増
え
て
い
る
状
況
で
、
外
来

種
対
策
が
小
笠
原
の
森
林
生
態
系
を
保
護
・

管
理
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陸
産
貝
類（
カ
タ

マ
イ
マ
イ
等
）が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ

ウ
ズ
ム
シ
の
拡
散
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い

る
な
ど
、
小
笠
原
固
有
の
動
植
物
全
体
に
外

来
種
の
脅
威
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
小
笠
原
諸
島
の
森
林
生
態
系
を

後
世
に
残
す
た
め
、
外
来
種
対
策
と
し
て
ア

カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
や
リ
ュ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
な

ど
の
駆
除
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小笠原諸島森林生態系保全センター
星野　良二　所長

乾性低木林を構成する樹種の一つシマムロ
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保
護
管
理
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　

国
有
林
野
事
業

　

世
界
遺
産
区
域
の
貴
重
で
特
異
な
自

然
を
後
生
に
残
す
た
め
に
は
、
人
間
が
持

ち
込
ん
だ
外
来
の
動
植
物
に
よ
る
固
有

種
へ
の
脅
威
を
取
り
除
く
こ
と
と
、
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
等
と
し
て

利
用
す
る
場
合
の
保
全
方
法
を
担
保
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
区
域（
陸
域
）の
８
割
は
林

野
庁
が
所
管
す
る
国
有
林
野
と
な
っ

て
お
り
、
小
笠
原
諸
島
の
森
林
生
態
系

に
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
林

野
庁
で
は
、
従
来
か
ら
地
元
関
係
者
と

連
携
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
４

月
、
林
野
庁
は
国
有
林
野
の
大
部
分
を

「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

に
設
定
す
る
と
と
も
に
、
翌
５
月
に

は
、
地
域
関
係
者
や
学
識
経
験
者
等
か

ら
な
る
「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保

護
地
域
保
全
管
理
委
員
会
」を
関
東
森

林
管
理
局
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
で
、
外
来
種
対
策
や
利
用
ル
ー
ル

な
ど
を
検
討
し
、
関
係
機
関
と
役
割
分

担
を
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
保
全
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
世
界

遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
決
定
に
当
た
っ

て
も
、
外
来
種
対
策
の
継
続
、
注
意
深

い
観
光
管
理
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
遺

産
の
保
全
管
理
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
は
19
の
主
要
な

島
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外

来
種
対
策
等
の
当
面
の
具
体
的
行
動
計

画（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）を
島
ご
と
に

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
国
有
林
野
事
業
の
中
で
の
具
体

的
な
外
来
種
対
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

①
希
少
種
の
保
護

　

国
有
林
野
内
に
生
息
し
て
い
る
ア
カ

ガ
ラ
シ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
メ
グ
ロ
、
ム
ニ

ン
ツ
ツ
ジ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ

リ
な
ど
の
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の

保
護
・
増
殖
を
図
る
た
め
、
生
息
・
生

育
状
況
な
ど
の
調
査
、
環
境
維
持
の
た

め
の
巡
視
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
天
然
記
念
物
の
ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
（
鳥
類
ハ
ト
目
ハ
ト
科

に
属
す
る
種
カ
ラ
ス
バ
ト
１
亜
種
）に

つ
い
て
は
重
点
的
に
保
護
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
父
島
東
平
の
国
有

林
約
28 

ha
に
「
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ

ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」を
設
定
し
、
周

辺
で
は
食
餌
木
の
生
育
の
支
障
と
な
る

ア
カ
ギ
の
駆
除
、
観
光
利
用
に
よ
る
悪

影
響
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
の
遊

歩
道
の
整
備
、
案
内
標
識
の
設
置
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
の
林
野

庁
調
査
で
は
、
そ
の
生
息
数
は
50
羽
未

満
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
型
台
風

の
影
響
に
よ
る
木
の
実
の
不
足
や
天
敵

と
な
る
ノ
ネ
コ
の
増
加
で
個
体
数
の
さ

ら
な
る
減
少
を
危
惧
し
て
い
ま
し
た

が
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
整
備
、
保
護

増
殖
事
業
な
ど
の
対
策
に
よ
り
、
現
在

は
約
40
〜
60
羽
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
に
関

し
て
は
、
そ
の
繁
殖
期
や
船
舶
の
入
港

時
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
観
察
を
行
い
、

威
嚇
行
動
等
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は

関
係
者
で
協
議
し
て
、
森
林
へ
の
立
ち

入
り
自
粛
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
対
応

を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ム
ニ
ン
ツ
ツ
ジ
、ム
ニ
ン
ノ
ボ
タ
ン
、

ア
サ
ヒ
エ
ビ
ネ
な
ど
の
固
有
の
希
少
植

物
に
つ
い
て
も
、
個
別
に
保
護
増
殖
を

進
め
て
き
た
ほ
か
、
瀬
戸
見
晴
台
植
物

群
落
保
護
林
、
焼
場
海
岸
植
物
群
落
保

護
林
、
ツ
ツ
ジ
山
植
物
群
落
保
護
林
な

ど
の
保
護
林
を
設
定
し
、
多
く
の
生
育

地
の
保
全
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
外
来
種
の
駆
除
と

固
有
森
林
生
態
系
の
修
復

　

小
笠
原
の
特
異
な
生
態
系
は
独
自
の

進
化
を
遂
げ
た
生
物
種
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
外
来
種
に
対
し
て
き
わ

め
て
脆
弱
で
す
。外
来
種
は
在
来
種（
固

有
種
）の
生
息
・
生
育
地
を
奪
う
だ
け

で
は
な
く
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
攪
乱
を

引
き
起
こ
す
も
の
、
植
物
の
食
害
を
引

き
起
こ
す
も
の
な
ど
様
々
で
す
。
固
有

種
な
ど
の
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生

育
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
植
物

種
と
し
て
、
ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
、

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。こ
れ
ら
の
植
物
は
成
長
が
早
く
、

絶滅危惧種として保護をされている
アカガシラカラスバト（環境省提供）
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外来種対策の状況、成果及び今後の対応

アカギ
父島、母島、弟島などに生息し、樹冠を覆うことにより固有植物の生育などに影
響を与えています。弟島、平島などでは、成木の根絶作業が完了しました。

モクマオウ

諸島全域の尾根部や岩石地等土壌条件の悪い所に生育していましたが、アカギと
同様に固有の植生に対する影響が大きいと考えられます。兄島ではほとんどのエ
リアで駆除が完了しており、父島や母島等でもエリアごとの駆除を進めています。

【写真】 モクマオウ

ノヤギ

父島列島をはじめ、多くの島に生息し、固有植物や海鳥の繁殖に大きく影響を与えて
いましたが、現在は父島以外のすべての島で根絶し、状況が改善されるなどの成果が
ありました。引き続き父島では、駆除に取り組むとともに、食害を受ける植物種を保
全する防護柵、防護ネットの設置などを推進します。　　　　 　【写真】 ノヤギの群れ

ノネコ
アカガシラカラスバトや海鳥の繁殖に影響を及ぼしていますが、関係機関、
NPO等と連携して捕獲を実施しています。父島東平での防護柵の設置や捕獲
の効果を検証して島内全体の対策を検討します。

アカギの駆除作業

固
有
種
の
生
育
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
諸
島
本
来
の
景
観
に
も

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
特
に
侵
略
性
が
強
い

常
緑
樹
の
ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
対
策

に
力
を
入
れ
、
薬
剤
注
入
や
巻
き
枯
ら

し
に
よ
る
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
弟
島
、
平
島
で
の
ア
カ
ギ
成
木
の

駆
除
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
特
に
繁
茂
が
著

し
い
母
島
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
島
で
も

作
業
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

外
来
種
の
進
入
を
防
止
す
る
た
め
に
、

島
内
に
下
船
す
る
際
に
は
、
靴
底
の
洗

浄
や
服
に
つ
い
た
種
子
の
除
去
な
ど
も

徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
を
駆
除
す
る
一
方
で
、
遺
伝

子
に
よ
る
攪
乱
を
慎
重
に
検
討
し
た
上

で
、自
生
種
の
種
子
や
苗
の
現
場
採
集
、

育
苗
な
ど
の
生
態
系
の
修
復
に
向
け
た

準
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
食
用
と
し
て
持
ち
込

ま
れ
た
ヤ
ギ
が
野
生
化
し
、
オ
ガ
サ
ワ

ラ
ア
ザ
ミ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
、
ウ
チ

ダ
シ
ク
ロ
キ
な
ど
の
固
有
の
希
少
植
物

の
食
害
や
、
植
生
の
消
失
に
よ
る
土
壌

浸
食
も
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
植
生
回
復
事
業
の
一
環
と
し

て
長
期
間
に
渡
っ
て
保
護
・
移
動
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
父
島
以
外
の
島
で

は
ノ
ヤ
ギ
を
ほ
ぼ
根
絶
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

③
保
護
地
域
の
利
用
ル
ー
ル
導
入

　

小
笠
原
諸
島
は
、観
光
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
環
境
教
育
活
動
、
調
査
研
究

活
動
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
利
用
に
よ
る
生
態
系
へ
の
人
為
的

影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
は
保
全
管
理
上

の
重
要
な
対
策
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
林
野
庁
は
関
係
機
関
や
地
元
住
民

等
と
連
携
し
て
、
世
界
遺
産（
陸
域
）の

８
割
を
占
め
る
国
有
林
野
に
お
け
る
保

護
と
適
切
な
利
用
を
両
立
で
き
る
よ
う

生
態
系
保
護
地
域
へ
の
立
入
り
や
行
動

に
関
す
る「
利
用
ル
ー
ル
」を
つ
く
り
ま

し
た
。

　

こ
の
新
た
な
利
用
ル
ー
ル
の
概
要
は
、

・
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
立
ち
入

り
は
、
原
則
と
し
て
、
希
少
な
動
植

物
の
生
息
・
生
育
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
利
用
可
能
な
も
の
と
し
て

指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
に
限
定
す
る
。

・
立
ち
入
る
場
合
は
、
小
笠
原
諸
島
森

林
保
全
セ
ン
タ
ー
等
が
開
講
す
る
希

少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の

保
全
と
利
用
に
関
す
る
講
習
を
受
講

し
、
入
林
許
可
書
の
交
付
を
受
け
た

ガ
イ
ド
な
ど
の
同
行
を
条
件
と
す
る
。

　

こ
の
利
用
ル
ー
ル
は
平
成
20
年
９
月

30
日
か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。
入
林
に

際
し
、
講
習
の
受
講
や
ガ
イ
ド
の
同
行

が
必
要
な
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設

定
は
、
全
国
で
小
笠
原
諸
島
が
初
め
て

の
取
組
で
す
。
ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の

村
民
に
も
村
民
講
習
会
な
ど
を
開
い
て

認
知
さ
れ
、
守
ら
れ
て
お
り
、
島
内
で

の
植
生
保
護
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る

利
用
ル
ー
ル
の
導
入
は
、
我
が
国
の
遺
産

地
域
で
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
世
界
遺

産
一
覧
表
へ
の
記
載
に
あ
た
っ
て
、
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

④
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
と
の
連
携

　

小
笠
原
諸
島
の
自
然
環
境
の
保
全
管

理
に
は
、
地
元
の
理
解
と
協
力
が
重
要

で
す
。
関
東
森
林
管
理
局
、
小
笠
原
森

林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
及
び
小
笠
原

総
合
事
務
所
国
有
林
課
の
林
野
庁
、
国

土
交
通
省
の
機
関
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体

と
連
携
し
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
は
、
そ
の
う
ち
の
一
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私
た
ち
小
笠
原
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会

は
林
野
庁
の
小
笠
原
森
林
保
全
セ
ン
タ
ー
、
国

土
交
通
省
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
と

と
も
に
中
央
山
東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ

ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
管
理
運
営
を
行
い
、
絶

滅
危
惧
種
で
あ
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト

を
保
護
す
る
た
め
外
来
種
駆
除
や
餌
木
の
植

樹
、
林
内
歩
道
・
自
然
観
察
路
の
整
備
を
主
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
所
者
が
衣
服

や
靴
に
く
っ
つ
け
て
持
ち
込
む
お
そ
れ
の
あ

る
種
子
の
除
去
装
置
、
入
所
す
る
人
数
等
環
境

容
量
を
調
べ
る
カ
ウ
ン
ト
装
置
な
ど
の
付
帯

設
備
の
制
作
、
設
置
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
は

小
笠
原
諸
島
の
生
態
保
全
事
業
の
基
礎
と
な
り
、

森
林
再
生
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
モ
デ
ル
で
す
。

ま
た
、
夜
明
平
で
は
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト

の
生
育
環
境
を
再
生
す
る
た
め
の
「
鳩
の
森
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
現
在
の
活
動
を
継
続
し
て
行
く
と

と
も
に
、
島
内
で
の
循
環
型
の
保
全
対
策
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や
、
観
光
で
訪
れ
た
人
た
ち

も
参
加
で
き
る
自
然
保
護
を
打
ち
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小笠原自然観察指導員連絡会
宮川　典継　会長

小笠原諸島における「モデルプロジェクトの森」フロー図

協
　
　
定
　
　
締
　
　
結

随時提出

調整

活動開始前

協働

年度末

協
働
し
て
活
動
の
実
施

小笠原総合事務所 協働事業実施者（民間団体等）

モデルプロジェクト活動希望申請書
の提出
・実施者、事業内容、実施体制等　

申請書を随時受理
・保全管理計画等に照らし内容等の
　確認

小笠原諸島森林生態保護地域
保全管理委員会の意見徴収

協定締結案の公告
ＨＰ掲示板で30日間公告、
意見聴取し反映

全体活動計画の受理・確認
・事業と活動目標との調整
年間活動計画書の受理・確認
・事業と活動内容との調整

全体活動計画の提出（初年度）
・活動目標
・活動内容及びスケジュール
年間活動計画書の提出（毎年度）
・事業内容・モニタリング
・生態系に配慮すべき事項

国が協働して行う事業の実施
協働事業実施者への支援・協力　

年間活動計画書に基づき実施

事業実施の整理・保管 活動実績報告書の提出
・実施した活動内容　等

つ「
小
笠
原
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
笠
原

総
合
事
務
所
が
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
財
団

法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
等
と
協
定
を

結
び
自
然
環
境
の
保
全
を
進
め
る
と
い

う
新
た
な
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
が
活
動
提
案
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
持
っ
て
い

る
知
識
、
技
術
を
用
い
て
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
保
全
活
動
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
11
月
に
は
小
笠
原

母
島
観
光
協
会
な
ど
と
の
共
催
に
よ
る

「
小
笠
原
原
生
植
生
回
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

ア
カ
ギ
の
駆
除

作
業
や
シ
マ
ホ

ル
ト
ノ
キ
な
ど

の
植
樹
、
島
内

の
散
策
、
体
験

ダ
イ
ビ
ン
グ
な

ど
、
観
光
面
も

フ
ォ
ロ
ー
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ア
ー
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

と
観
光
を
気
軽

に
楽
し
め
る
ツ

ア
ー
と
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
今
後
の
取
組
に
つ
い
て　

　

小
笠
原
諸
島
は
世
界
自
然
遺
産
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
長
期
的
に
維
持
し
、
さ
ら
に
価

値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
保
全
活
動

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
森
林
生
態
系
の
保
護
と
し
て
ア

カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
の
外
来
種
対

策
、
希
少
種
の
保
護
、
育
成
環
境
の
整

備
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
て
森
林
保

全
・
再
生
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
か
で
も
、
野
生
生
物
に
ふ
さ
わ
し
い

生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
再
生
方
策
と

し
て
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
沢
筋
な
ど
の

森
林
に
お
け
る
ニ
ッ
チ
な
生
息
・
生
育

環
境
の
復
元
も
大
き
な
プ
ラ
ン
と
し
て

検
討
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
１
０
０

年
前
の
小
笠
原
の
地
図
を
元
に
ゾ
ー
ニ

ン
グ
し
て
、
植
樹
、
沢
筋
の
整
備
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
島
内
へ
入
る
際
の
種
子
除
去

装
置
の
設
置
箇
所
の
拡
大
や
利
用
に
関

す
る
普
及
啓
発
の
徹
底
等
、
島
内
へ
の
外

来
種
侵
入
を
防
ぐ
方
策
の
検
討
・
実
行
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
希
少
種
の
発
見
場
所
、

時
間
な
ど
を
記
載
し
て
も
ら
い
調
査
に

協
力
し
て
も
ら
う
な
ど
、
観
光
客
が
保
護

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
も
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
、
現

地
団
体
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

アカガシラカラスバトサンクチュアリ内
へ入る際の種子除去装置の利用




